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コロナ禍での経友会活動
コロナ禍で対面による会議等の開催が難しい
中にあって、経友会では校友会 ICT 部会の支
援を受け、Zoomによる役員会等を実施してい
ます。3月7日には総会を開催しました。

テ
ム
工
学
科
の
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
。
最
後
の
経

工
会
会
長
を
務
め
た
鈴
木
翔
太
さ
ん
（
現
４
年
生
）

の
労
に
報
い
た
い
。

▼
「
経
工
会
」
は
、
学
科
名
称
変
更
に
呼
応
し
て
、

２
０
２
１
年
４
月
に
「
知
湊
会
」（
チ
ソ
ウ
カ
イ
）

に
名
称
変
更
と
な
っ
た
。

こ
の
知
湊
会
の
初
代
会
長
に
は
、
大
原
拓
真
さ
ん

（
現
在
３
年
生
）
が
就
任
し
た
。

新
た
に
発
足
し
た
「
知
湊
会
」
に
大
い
に
活
発
な
活

動
を
期
待
し
た
い
。

（
本
号
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
大
原
さ
ん
執
筆
の
記

事
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。）

新
学
科
の
へ
の
期
待

▼
知
能
情
報
工
学
科
の
志
願
者
数
が
増
加
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
受
験
生
や
保
護
者
の
心
を
つ
か
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
知
能
情
報
工
学
科

の
卒
業
生
の
就
職
実
績
が
伴
っ
た
時
、
人
気
は
さ

ら
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

二
年
後
に
卒
業
を
迎
え
る
情
報
工
学
部　

知
能
情

報
工
学
科
第
１
期
生
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
段（
手
法
）は
、
最
近
の
情
報
通
信

技
術
の
進
化
に
よ
り
、人
口
知
能
、ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
分

析
な
ど
の
新
た
な
手
段（
手
法
）が
加
わ
っ
て
い
る
。

知
能
情
報
工
学
科
は
、
新
た
な
手
段
（
手
法
）
と
し

て
登
場
し
た
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
分
析
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
分
野
を
学
科
の
柱
に

し
、人
口
知
能（
Ａ
Ｉ
）分
野
を
専
門
と
す
る
学
科
教

員
を
採
用
・
補
充
し
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

▼
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

を
掲
げ
た
新
た
な
学
部
が
次
々
と
で
き
、
人
気
を
集

め
て
い
る
。
経
済
産
業
省
の
予
測
で
は
、
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
を
開
発
で
き
る
専
門
技
術
を
持
つ

「
先
端
Ｉ
Ｔ
人
材
」
を
２
０
２
５
年
ま
で
に
Ａ
Ｉ
の

基
礎
技
術
を
持
つ
人
材
を
年
間
二
十
五
万
人
育
て

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

経
友
会/

経
工
会︵
知
湊
会
︶の
こ
れ
か
ら

▼
経
友
会
は
、
卒
業
後
三
十
年
目
を
迎
え
た
先
輩
諸
氏

の
発
起
に
よ
り
、
１
９
８
９
年
に
発
足
し
、
今
年
で

三
十
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
学
科
名
称
か
ら「
経
」

の
字
が
消
え
た
今
日
、
伝
統
の
「
経
友
会
」
名
称
の

変
更
は
考
え
て
な
い
。「
こ
の
名
称
」
に
つ
い
て
は
、

経
友
会
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
是
非
、
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
知
能
情
報
工
学
科
卒
業

生
の
経
友
会
入
会
に
つ
い
て
は
、
３
年
後
の
卒
業
生

（
現
３
年
生
）
の
意
向
・
要
望
を
聞
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

▼
学
科
名
称
は
、
他
の
複
数
学
科
で
も
名
称
変
更
の
議

論
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
校
友
会
が
主
体
と
な
っ

て
、
学
科
名
称
と
学
科
同
窓
会
名
称
の
対
比
を
検
討

す
べ
く
二
月
に
「
あ
り
方
研
究
会
」
に
て
検
討
を
開

始
し
た
。
校
友
会
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

▼
学
科
名
称
変
更
に
伴
い
、
現
４
年
生
が
、
経
営
シ
ス

学
科
設
立
か
ら
今
日
ま
で
を
振
り
返
る

▼
経
営
工
学
は
、
経
営
上
の
諸
問
題
を
発
見
し
て
解
決

す
る
た
め
の
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
本
と
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
で
あ
る
。
こ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
・
管
理
技
術
を
専
攻
す
る
学
科
と
し
て
、
経
営

工
学
科
が
１
９
５
９
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
に
設
立

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
以
後
、
数
回
の
学
科
名
称
変
更

が
あ
っ
た
。

・
工
学
部　

経
営
工
学
科

・
工
学
部　

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
科

・
知
識
工
学
部　

応
用
情
報
工
学
科

・
知
識
工
学
部　

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

・
知
識
工
学
部　

知
能
情
報
工
学
科

・
情
報
工
学
部　

知
能
情
報
工
学
科

▼
企
業
の
経
営
活
動
「
ひ
と
・
も
の
・
金
・
情
報
」
の

工
学
部 

経
営
工
学
科 

か
ら

情
報
工
学
部 

知
能
情
報
工
学
科 

へ経友会会長
Ｓ49卒   海老沼　利　光

02/14 理事会

03/07 総会
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1959 2002 2007 2009 2019 2020
■学部・学科名の変遷

■年度別在籍学生所属学科

工学部 知識工学部 情報工学部

経営工学科
（43年間）

経営システム工学科
（10年間）

知能情報工学科応用情報工学科
（2年間）

システム情報工学科
（5年間）

2020
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 学科研究会 学科同窓会

経工会

知湊会

経友会

？

2021
2022
2023
2024

情報工学部 知能情報工学科 知識工学部 知能情報工学科 知識工学部 経営システム工学科

年度

情報工学部  知能情報工学科 知識工学部  知能情報工学科 知識工学部  経営システム工学科

情報工学部　知能情報工学科教職員一覧　（2021年3月現在　外部公表情報引用）
氏　名 職　名 専　攻 主な担当科目 着任 主な所属学会

森　　博彦 教授 人間情報システム ヒューマン・インターフェイス、
認知科学、人間工学 1991 日本人間工学会、日本認知科学会、

情報処理学会

穴田　　一 講師 人間情報システム オブジェクト指向プログラミング 1996 人工知能学会、電子情報学会、情報処理学会

岡　　　誠 講師 人間情報システム 人間工学、プログラミング 2005 人工知能学会、ヒューマンインタフェース学会、
情報処理学会

渡部　和雄 教授 知的経営システム 企業マネジメント、
経営情報システム、電子商取引 2013 経営情報学会

塩本　公平 教授 産業システム ネットワークアルゴリズム、
光ネットワーク 2019 電子情報通信学会

神野　健哉 教授 産業システム 情報理論、通信ネットワーク、
アルゴリズム設計 2019 電子情報通信学会、情報処理学会、人工知能学会

兼子　　毅 講師 大規模データ解析 製品企画、実験計画法、
データサイエンス基礎 1996 日本品質管理学会、電子情報通信学会

田中　宏和 教授 人工知能 脳科学 2020 北米神経科学学会、日本神経科学会、日本神経回路学会

芝　　正孝 特任教授 知的経営システム 知的経営システム 2020

藤田　祐治 技士 情報システム室 2019 電子通信工学科より転入

薩川　宣昭 技士 情報システム室 2001

工学部　経営工学科の変遷

「
経
工
会
」か
ら「
知
湊
会
」へ

CO
V

ID
-19

が
未
だ
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
う
中
、
経
工
会
も
ま
た
止
ま
る
事
を
知
り

ま
せ
ん
。

ま
ず
、
新
入
生
に
向
け
た
履
修
相
談
会
や

Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
新
入

生
同
士
の
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
多
く
の
新
入
生
の
不
安
を
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
テ
ー
マ
「
都
市
大
の
情
報
シ
ス
テ

ム
を
改
善
す
る
提
案
を
せ
よ
」
の
下
、
経
工

会
主
催
の
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。
経
友

会
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
代
か
ら
学
科
名
称
が
知
能
情
報

工
学
科
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
経

工
会
の
名
称
も
本
年
４
月
よ
り
変
更
致
し
ま

す
。
新
組
織
名
は
、「
知
湊
会（
ち
そ
う
か
い
）」

「
知
」
は
知
能
の
知
、「
湊
」
は
人
や
モ
ノ
が

集
ま
る
場
、
つ
ま
り
、
知
能
の
学
生
が
た
く

さ
ん
集
ま
る
場
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
活
動
に
制
限
が
あ
る

今
、
我
々
経
工
会
は
挫
け
ず
に
前
を
向
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
新
し
い
形
で
活
動
を
し

て
い
る
の
で
す
。

知能情報工学科３年

知湊会会長  大 原 拓 真
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コ
ロ
ナ
で
世
界
中
が
混
乱
に
陥
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
一
年
く
ら
い
前
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
大
学
生
も
非

常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
逆
に
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
ま

し
た
。「
忙
し
い
か
ら
出
来
な
い
」
が
通
用
し
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
怠
惰
で
臆
病
な
自
分
を
心
の
鞭
で
し
ば

き
、
英
語
の
勉
強
や
筋
ト
レ
の
継
続
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
、

K
aggle

、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
ま
で
様
々
な
事
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
大
学
の
講
義
に
正
面
か
ら
本
気

で
向
き
合
い
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
、
本
当

に
全
て
が
と
て
も
楽
し
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
私

を
救
っ
て
く
れ
る
の
は
、
人
と
の
繋
が
り
で
し
た
。

人
と
会
え
な
い
と
い
う
状
況
が
、
改
め
て
そ
の
あ
り

が
た
さ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

き
っ
と
何
と
か
な
る
、
そ
う
思
え
ま
し
た
。

情報工学部　知能情報工学科　新任教員のご紹介

令
和
二
年
度
よ
り
情
報
工
学
部 

知
能
情
報
工
学
科
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
田
中
宏
和
と
申
し
ま
す
。

本
研
究
室
で
は
脳
科
学
、
す
な
わ
ち
生
物
知
能
を
中
心

に
研
究
し
て
い
ま
す
。
脳
科
学
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
計
算
論
的
神
経
科
学
で
は
、
行
動
デ
ー
タ
と
神
経
活

動
デ
ー
タ
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
で
、「
脳
の
情
報
処
理

原
理
は
何
か
」、「
脳
が
ど
の
よ
う
に
情
報
を
表
現
し
処
理

し
て
い
る
か
」、「
神
経
細
胞
で
ど
の
よ
う
に
情
報
処
理
問

題
を
解
い
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
問
題
に
取
り
組
み
、
脳

の
理
論
的
理
解
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
人
工
知
能
の
伸
展
は
著
し
く
、
画
像
・
音
声
・

言
語
処
理
に
お
い
て
は
人
間
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
工
知
能
は
人
の
知
性

に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
物
知
能

と
人
工
知
能
が
融
合
し
た
と
き
に
、
未
来
知
能
と
も
い
う

べ
き
新
た
な
知
能
が
産
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
未
来
の
知
能
研
究
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
経
友

会
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

松
崎
吉
衛
先
生
が
退
任
さ
れ
た
後
を
引
き
継
ぎ
、
昨
年

四
月
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
を
担
当
す
る
特
任
教
授
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
着
任
早
々
の
私
に

と
っ
て
は
「
遠
隔
授
業
」
な
ど
非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
こ
と
の
多
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
皆
様
の

暖
か
い
ご
支
援
を
受
け
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
、
①
光
を
用

い
た
半
導
体
製
造
・
検
査
設
備
の
開
発
、
②
工
場
の
デ
ー

タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
デ
ジ
タ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
研
究
、③
工
場
の
経
営
改
革
や
業
務
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
、

④
情
報
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
戦
略
立
案
や
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
、⑤
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
様
々
な
経
験
や
知
識
を
お
伝
え
す
る

こ
と
で
、
東
京
都
市
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
世
界
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
趣
味
は
、
①
旧
街
道
歩
き　

②
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
観
劇　

③
飲
酒
を
伴
う
食
べ
歩
き
で
す
。

ど
れ
も
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
当
面

は
、
担
当
す
る
授
業
内
容
の
充
実
に
し
っ
か
り
専
念
で
き

そ
う
で
す
（
笑
）。

　学生生活……コロナ禍の中で
知能情報工学科３年　髙　橋　知　里（写真右）

知能情報工学科
教授   田　中　宏　和

知能情報工学科
特任教授   芝　　正　孝
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は
動
く
恐
竜
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
大
き
な
鳴
き
声
は
我
が
家
で
も
聞
こ

え
る
く
ら
い
で
す
。

化
石
の
発
掘
体
験
も
子
供
た
ち
に
は
大

人
気
で
す
。
付
き
添
い
の
大
人
の
方
も
真

剣
に
石
を
叩
い
て
い
ま
す
。
私
も
何
度
か

挑
戦
し
ま
し
た
が
葉
っ
ぱ
の
化
石
し
か
見

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
万
回
に
１

個
く
ら
い
の
確
率
で
恐
竜
の
化
石
を
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
す
。
是
非
と

も
福
井
の
方
に
出
か
け
て
頂
い
て
、
化
石

発
掘
体
験
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

で
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
確
認
く
だ
さ
い
。

昭
和
４
９
年
経
営
卒
の
荒
井
由
紀
夫

で
す
。
東
京
都
市
大
学
校
友
会
福
井
支

部
を
平
成
３
０
年
４
月
に
立
ち
上
げ
支

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
総
会
・
懇
親
会
の
案
内
を
会
員

の
皆
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
返
事
を

頂
け
る
の
が
３
割
程
度
で
残
念
な
が
ら

参
加
者
は
１
０
数
名
と
い
う
状
況
で
す
。

支
部
活
動
は
懇
親
会
や
ラ
ン
チ
会
と

い
っ
た
比
較
的
参
加
し
易
い
内
容
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

平
成
１
５
年
卒
業
の
会
員
に
も
参
加
頂

い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

幅
広
い
年
代
の
集
ま
り
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
井
支
部
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
住
ん
で
い
る
勝
山

市
に
は
「
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
」
が

有
り
ま
す
。
年
間
百
万
人
を
超
え
る
来

場
者
が
全
国
か
ら
見
え
て
い
ま
す
。
博

物
館
内
の
展
示
は
迫
力
満
点
で
２
時
間

位
で
は
全
て
を
周
り
切
れ
な
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
屋
外
に
あ
る
恐
竜
パ
ー
ク
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由
紀
夫

さ
て
、
昨
年
来
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
に
よ
る
影
響
で
、
校
友
会
活
動
は

元
よ
り
仕
事
や
生
活
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
私
は
温
泉
旅
館
の
経
営
を
い
た

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
諸
に
受
け

て
い
る
業
種
と
い
え
ま
す
。
昨
年
は
一
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
後
の
４
月
中
旬
か
ら

６
月
中
旬
ま
で
休
業
。
そ
の
後
の
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
お
客
様
の
増

加
。
そ
し
て
、
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
の
一
時
中
止

か
ら
第
二
次
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
再

度
の
長
期
休
暇
と
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

の
よ
う
な
１
年
で
し
た
。
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
後
を
見
据
え
、
客
室
や
設
備
等
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
活
動
に
お
い
て
も
支
部
活

動
は
こ
の
１
年
休
止
状
態
で
す
。
総

会
等
は
リ
モ
ー
ト
で
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会

議
の
予
定
、
と
私
の
身
の
回
り
に
お

い
て
も
大
き
く
変
化
を
感
じ
る
１
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
も

色
々
な
変
化
を
受
け
入
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
、
会

員
の
皆
が
一
堂
に
会
し
、
安
心
し
て
懇
親

の
場
が
開
け
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
５
６
年
経
営
工
学
科
卒
業
の
鹿
熊

裕
二
で
す
。
平
成
１
５
年
か
ら
富
山
支
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。富
山
支
部
は
大
変
長
い
歴
史
が
有
り
、

先
輩
た
ち
が
支
部
の
設
立
・
発
展
に
大
変

尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
私
が
富
山
に
帰
省
し
て
間
も

な
く
の
平
成
４
年
に
地
方
博
覧
会
の
第
一

回
目
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ

ス
ポ
と
や
ま
で
、
当
時
、
武
蔵
工
業
大
学

の
花
形
で
あ
っ
た
水
素
自
動
車
を
博
覧
会

に
呼
び
、試
乗
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
お
世
話
役
と
し
て
の
、
支
部
会
員
不

足
を
補
う
た
め
、
会
長
・
幹
事
長
が
名
簿

を
基
に
全
会
員
に
連
絡
を
取
り
会
員
増
強

を
図
っ
た
と
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

礎
の
基
に
現
在
の
支
部
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

富
山
支
部
の
活
動
は
年
１
回
の
総
会
が

主
な
事
業
と
な
り
ま
す
。
毎
年
、
二
十
数

名
が
集
ま
り
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。又
、

毎
年
５
月
に
は
東
京
都
内
の
理
工
系
６
大

学
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
い
て
お

り
、
一
昨
年
ま
で
３
１
回
開
催
さ
れ
他
校

の
皆
様
と
の
懇
親
も
深
め
て
い
ま
す
。

ホワイトザウルス

福井県立恐竜博物館

　
　
訃
　
　
報

谷
井　

克
則 

教
授　

七
十
六
歳

令
和
三
年
一
月
二
日 

逝
去

伊
東　

保
昌 

技
士　

六
十
五
歳

令
和
元
年
九
月
二
十
三
日 

逝
去

こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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二

全国で活躍する経友会会員


